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白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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白井市はグラウンド・ゴルフ（デモスポ）開催地です

白 井 特 別 競 走

昨年の白井特別競走

白井は柏レイソルのホームタウン
　白井市は柏市・松戸市・野田市・流山市・我孫子市・鎌ケ谷市・印西
市とともにサッカーＪリーグ柏レイソルのホームタウンとして柏レイソ
ルを応援しています。

しろいホームタウンデー

昨年のホームタウンデー

9
月
1
日
は

「
防
災
の
日
」
で
す

昨年の防災訓練

　
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
大
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
現
象
を
人
間
の
力
で
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
私

た
ち
の
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
で
災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け

小
さ
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
こ

と
を
「
減
災
」
と
言
い
ま
す
。

　
減
災
に
取
り
組
む
と
き
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止

　
災
害
時
の
家
具
の
転
倒
や
落
下
に

よ
る
家
の
中
で
の
被
害
を
少
な
く
す

る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
家
具
の
固

定
や
配
置
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で

「
安
全
空
間
」
を
作
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

火
災
予
防
対
策

　
災
害
時
に
発
生
す
る
火
災
は
、
建

物
や
周
辺
地
域
に
致
命
的
な
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災

害
時
に
火
を
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

家
の
ど
こ
に
火
の
元
が
あ
る
か
を
確

認
し
、
消
火
器
具
を
設
置
す
る
な
ど

の
防
火
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

※
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
全
住
宅

の
寝
室
な
ど
に
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
料
・
飲
料
水
の
備
え

　
災
害
の
直
後
に
家
庭
で
必
要
な
分

の
食
料
品
を
確
保
す
る
こ
と
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
低
で

も
各
家
庭
で
食
料
品
を
7
日
分
（
う

ち
非
常
食
を
3
日
分
）
程
度
、
一
人

に
つ
き
1
日
3
㍑
の
飲
料
水
を
3
日

分
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意

　
人
数
分
の
医
薬
品
や
懐
中
電
灯
、

情
報
収
集
の
た
め
の
ラ
ジ
オ
や
乾
電

池
な
ど
、
家
族
構
成
を
考
え
て
最
低

限
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
普
段
か

ら
取
り
出
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
し
っ
か
り
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
て
い
て
も
、
内
部
の

劣
化
な
ど
で
い
ざ
と
い
う
と
き
に
簡

単
に
倒
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
も
う
一
度
点
検
し
て
安

全
性
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

情
報
入
手
は
日
ご
ろ
か
ら

　
千
葉
県
で
は
、
突
発
的
な
災
害
が

起
こ
っ
た
と
き
に
慌
て
な
い
た
め
に
、

災
害
・
気
象
情
報
な
ど
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に

配
信
し
て
い
ま
す
。

◆
災
害
・
気
象
情
報
（
千
葉
県
情
報

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）

【
P
C
版
】

  h
ttp://w

w
w
.bou

sai.p

ref.ch
iba.lg

.jp/portal/in

dex
.h
tm
l

【
携
帯
版
】

  h
ttp://w

w
w
.bou

sai.p

ref.ch
iba.lg

.jp/portal/m

obile/in
dex
.jsp

　
銚
子
地
方
気
象
台
で
は
、
5
月
27

日
か
ら
大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
や
注

意
報
を
個
別
の
市
町
村
ご
と
に
発
表

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
交
通
防
災
課
交
通
防
災
班

　
内

線
3
3
2
1
〜
3

防災訓練に参加しましょう

　防災訓練は防災に関する知識や技術、行動力
を身に付ける機会となりますので、住んでいる
地区にかかわらず、万が一の災害に備えるため
に訓練に参加しましょう。
日時　9月5日㈰　午前9時30分～（雨天中止）
場所　七次台小学校
内容　避難訓練、避難所運営訓練、救出訓練、
応急給水・給食訓練、応急救護訓練、初期消火
訓練など
※訓練当日は、午前8時35分と9時に訓練会場周
辺の防災行政無線を使用した訓練放送を行いま
す。
■問　交通防災課交通防災班　内線3321 ～ 3

　日本中央競馬会唯一の競馬学校が所在する白井市では、多くの皆さん
に市や市の特産品を広く知っていただくため、白井市商工会・白井工業
団地協議会の協力により「白井特別」競走を実施します。
日程　9月18日㈯
場所　日本中央競馬会中山競馬場（船橋市）
競走名　第4回中山競馬第3日目第10競走「白井特別」競走

「白井特別」競走　特別席をプレゼント
　中山競馬場では当日の特別席（ペアシート）を抽選で30組60人にプ
レゼントします。
対象　市内在住・在勤の満20歳以上
■申・■問　8月30日㈪（消印有効）までに、はがきに郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号・希望人数（2人まで）を記入の上、秘書課秘書班　内
線3301へ
※応募は1人1枚とし、発表は当選通知の発送をもってかえさせていただ
きます。

　毎年「しろいホームタウンデー」を開
催し、市やしろい梨のPRを行っています。
今年のホームタウンデーはカターレ富山
戦です。当日は抽選でしろい梨をプレゼ
ントします。
日時　9月11日㈯　午後7時キックオフ
場所　日立柏サッカー場

【市民限定30人を招待】
　しろいホームタウンデーで柏レイソルを一緒に応援しませんか。柏レ
イソルが白井市民15組30人を日立柏サッカー場指定席へ招待します。
対象　市内在住　15組30人（応募者多数の場合は抽選）
■申　8月30日㈪（消印有効）までに往復はがきに郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号・返信用はがきにあて名（抽選結果郵送先）を記入の上、
〒277－0083、柏市日立台1－2－50　柏レイソル「しろいホームタウン
デー　ペアチケット」係へ
■問　企画政策課企画政策班　内線3356、農政課農政班　内線3253・4



基
本
計
画
の
目
的

　
市
の
将
来
像
「
市
民
と
築
く
安
心

で
健
康
な
ま
ち
　
し
ろ
い
」
を
実
現

す
る
た
め
、
現
状
と
課
題
を
と
ら
え
、

市
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
の
方
向
性

を
体
系
的
に
示
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
指
針
と
す
る
も
の
で
す
。

計
画
の
期
間

　
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま

で
の
5
年
間
で
す
。

基
本
計
画
の
体
系

　
基
本
計
画
は
5
つ
の
施
策
の
柱
ご

と
に
各
施
策
を
展
開
し
行
財
政
改
革

と
市
民
参
加
・
協
働
に
よ
り
各
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
5
つ
の
施
策
ご
と
の
主
な
内
容
と
、

各
取
り
組
み
は
下
と
次
ペ
ー
ジ
の
と

お
り
で
す
。

安心して暮らせるまちを築く
防災対策の推進
●ボランティアや自治会などの地域団体と連携し、災害要援護者の適
切で円滑な支援など、地域の防災体制を充実します
●印西地区消防組合との連携・協力により、市の消防・救急・防災力
の強化を図ります

交通安全・防犯対策の推進
●歩道・カーブミラーなど、安全性の高い交通環境を整備するととも
に、警察や交通指導員と協力して、交通安全指導を実施します
●地区要望などに基づいて計画的に防犯灯を設置し、犯罪の起こりに
くい環境づくりを進めます

障がい者・高齢者福祉の充実
●グループホームや短期入所の福祉サービス提供事業者などに対し、サー
ビス利用者の動向やサービス内容などに関する情報提供を行い、市内で
の事業参入の促進や支援に努めます
●障がい者のライフスタイルに応じて豊かな日常生活をおくることがで
きるよう、スポーツ・文化芸術活動やレクリエーション活動などの社会
参加を促進します
●介護支援ボランティア制度を創設し、高齢者の介護施設でのボランティ
ア活動を奨励、支援します
●市民が保健・福祉のことについて、必要な情報やサービスが受けられ
るよう、気軽に相談できる一元化された窓口機能の充実を図ります
●道路の改良や公共施設における段差解消、手すりの設置などのバリア
フリー化を推進し、高齢者や障がい者が外出しやすく、暮らしやすいま
ちを目指します

地域福祉社会の形成
●地域福祉計画を策定し、市民の地域福祉活動への積極的な参加を促
します
●独居高齢者などの見守りや災害時における要援護者の適切で円滑な
支援体制づくりを進めます

人権が尊重される社会の推進
●人権尊重の理念について正しい知識と理解が得られるよう、関係
機関との連携による相談体制づくりや情報提供に努めます
●児童や高齢者、障がい者などの虐待防止や早期対応について、相
談体制や関係機関との連携を強化します

男女共同参画社会の推進
●自分の趣味や家事、育児に充てる時間を作ることができるよう、会社
での男女共同参画、ワーク・ライフ・バランスを推奨します

平和・国際理解の推進
●平和に関する事業の実施や情報提供などの啓発活動を継続して行い、
平和意識の醸成に努めます
●オーストラリアとの青少年国際交流を推進し、青少年の国際理解を深
めます

学校教育の充実
●基礎学力・体力向上のため、少人数指導やティームティーチングな
ど適切な指導体制を整備します
●いじめや不登校など問題を抱える児童・生徒には、教職員や専門家
による教育相談や適応指導教室の充実によって個別に対応します
●校舎、体育館などの学校施設については、計画的に改修を進め安全
性を確保し、教育環境の改善を図ります

安心して子育てできるまちを築く
子育て支援の推進
●子どもの医療費助成により、保護者の経済的負担の軽減と子どもの
保健対策の充実を図ります
●民間活力による新たな保育園の整備や運営を支援することで、待機
児童を解消します

児童・青少年の健全育成
●学童保育所の運営や増設を進め、昼間保護者のいない児童の健全育
成を推進します。
●学校や家庭、地域などが相互に協力した体験学習や異年齢交流など
の事業を進め、青少年の健全育成を推進します

○市議会のインター
ネット中継や出前講座
の開催、ホームページ、
安全・安心メールの配信
などにより市政情報の
提供を進めます
○市の魅力を市内外に
PRします

○市民との懇談会や市長への手紙など、
市民の声を積極的に聴く体制を充実さ
せます
○市の重要問題に関して住民の意思を
直接問い、市政に反映する制度として
常設の「住民投票条例」を整備します
○自治会活動や市民活動などの地域活
動の相互の連携・協働のあり方とその
推進体制を定める（仮称）市民参加・
協働推進プランを策定し協働のまちづ
くりを促進します

パブリックコメント
　計画（原案）を策定するにあたり、市民の意見を計画に反映
させるため、住民意識調査・まちづくり講演会・分野別ワーク
ショップ・総合計画審議会などの市民参加を実施してきました。
　このパブリックコメント（意見募集）もその一環です。
　皆さんから多くの意見をお待ちしています。いただいた意見
とその検討結果は広報しろいやホームページなどで後日公表し
ます。
対象　市内在住・在勤・在学者
基本計画（原案）の閲覧場所　市役所情報公開コーナー・市ホー
ムページ・図書館・各センター
■申・■問　9月6日㈪（必着）までに、任意様式に住所・氏名・
意見を記入の上、意見回収箱（各センターにあります）に投か
んするか、郵便かファクス、Eメールまたは直接企画政策課企
画政策班　内線3352・3・  kikaku-seisaku@city.shiroi.chiba.
jpへ

５年間の　　　
　　まちづくり
～後期基本計画にご意見を～

　平成23年度から5年間の計画的なまちづくりを進め
るため、後期基本計画（原案）を作成しましたので、
その概要をお知らせするとともにこの原案に対する皆
さんの意見を広く募集します。

開かれた市政市民参加・協働の推進

市民参加・協働
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保健・医療の充実
●母子の健康の保持・増進および疾病の予防・早期発見のため、妊
婦健診や乳幼児健診、相談の充実に努めます
●予防接種の充実を図るなど感染症予防対策に努めます
●「印旛郡市小児初期急病診療所」や「印旛郡市第2次救急医療機関
運営事業」により休日・夜間診療体制の確保を図っていきます

健康づくりの推進 
●市民が主体的に健康づくりを実践し、継続した活動ができるよう実
践する機会や場の情報提供、地域での仲間づくりの促進など市民の健
康づくり活動を支援します
●保育園、小・中学校において、野菜の栽培や市内で生産される農作
物の使用により、食育教育を強化します

商・工業の振興
●利用しやすい支援制度の充実を図るとともに（仮称）商工振興条例
を制定します
●工業専用地域内の未利用地及び千葉ニュータウン地区の業務用地な
どへの企業誘致を進めます
●関係機関と連携し、職業紹介事業や再就職などの各種セミナーを実
施します
●情報提供や啓発事業を充実させるとともに消費者講座などを実施し
ます

元気に活躍できるまちを築く
地区コミュニティの活性化支援
●自治会、町会などの自治組織に対し情報提供や活動費補助など運営
支援を進め、自治組織基盤の強化や活性化を図ります
●小学校区などの単位で連携意識や自治意識を醸成し、自治会や市民
活動団体、地区社会福祉協議会などと連携・協力し、地域課題の解決
と活性化を進めます
●西白井地区のコミュニティの核となる施設については、自治会や地
区住民などと施設の内容や規模について検討を行います

公益的市民活動の支援 
●公益性の高い団体提案の活動に対し、活動費の補助を行います

生涯にわたる学習活動の支援
●市民大学校では、健康生活学部、シニア学部に加え、地域活動に生
かせる新たな学部を開設し、地域のまちづくりを担っていく人材の育
成を図ります

スポーツ活動の支援
●地区コミュニティや健康づくりとしてのスポーツ活動を支援します
●スポーツ施設の良好な運営および維持管理を進め、必要な改修を行
います

文化・芸術活動の支援
●文化・芸術活動を支える人材の育成を進めます
●古文書の修補を進め、後世に継承するとともに、読み解くための学
習会を開催し、歴史資料保存の大切さと郷土の歴史・文化財について
の関心を深めます

農業の振興
●特産品の梨においては、付加価値を高め、「白井ブランド」として強
化し、また新たなブランドを育成します
●農業委員会などと連携しながら、認定農業者や後継者、家族経営協
定などの育成・支援を行います
●田植え・稲刈り体験やふるさとまつりなどのイベントを実施します

公共交通の促進
●北総線の高額運賃問題について、沿線自治体などと連携・協力し
て運賃の値下げやサービスの向上など利便性の向上を事業者に要請
します
●循環バスは、運行内容などの見直し、改善を進めます

みどり豊かで快適なまちを築く
自然環境の保全と活用
●千葉の里山・森づくりプロジェクト事業に参画し、沢山の泉（谷田
地区）周辺の千葉県所有地を活用し、里山の保全を進めます
●市民の森を維持管理し、市民活動団体などと連携し自然と触れ合う
機会を提供します

生活環境の保全
●環境問題を理解し、実践行動につなげるための環境関連情報を提供
するとともに、市民活動団体や学校などと連携し、環境学習を推進し
ます
●自治会や市民活動団体などと連携し、花いっぱい運動やゴミゼロ運
動などを実施します
●健康被害を防止するためアスベスト対策に取り組みます

循環型社会の形成
●不用品交換に関する情報提供や資源回収団体との連携により、資源
の再利用・再生利用を推進します
●ごみ処理施設の老朽化が進んでいることから新たな施設の稼働目標
年度を平成30年度とし、施設の整備を進めます
●太陽光発電システムの導入費を補助するなど自然エネルギーの導入
を促進します

住環境の整備
●市の都市計画に関する基本的方針として定めた白井市都市マスター
プランを見直します
●千葉ニュータウン事業者と連携し、平成25年度の事業完了の促進を
図ります

生活基盤の整備
●市道については、駅圏や各地区の道路ネットワークに配慮しながら
整備を進めます
●橋の長寿命化修繕計画を策定し、橋の維持管理・改修を行います
●上水道については、水需要の動向を踏まえた配水施設などの整備お
よび非常時の応急給水体制の確立を図ります
●印西地区環境整備事業組合事業である斎場・墓園の整備を計画的に
進めます

健康で暮らせるまちを築く

○地区コミュニティリーダー
を育成するなどして、市民自
治に対する市民の関心を高め
ます
○地域の特性を生かし、地域
（小学校区単位など）のまち
づくりの計画を策定します
○市民と市による自治の基本
原則を明らかにする（仮称）
自治基本条例を制定します

○業務のアウトソーシングを図るなど、民間委
託を推進します
○職員定員管理指針に基づき、専門職など計画
的な職員採用を進めます
○簡素で効率的な、市民に分かりやすい組織と
します
○事業仕分けや公共工事に関する第三者評価な
ど、外部評価の充実を図ります
○行政手続きのオンライン化や業務の電子化を
進め、市民の利便性の向上や事務の効率化を推
進します
○近隣市との広域的な連携を強化し、広域的な
課題の解決に取り組みます

○普通財産の貸し付けや未利用地の処分を
行うことにより、維持経費の削減と財源の確
保を行います
○枠配分方式による予算編成作業により、事
業の取捨選択によるスクラップ（廃止・凍結）
を徹底するとともに、市民ニーズに応える新
規事業に対し、重点的に予算を配分します
○一般競争入札の拡大や総合評価方式の拡
充、電子入札システムの拡大により、入札・
契約の透明性の確保や競争性の向上を図り
ます
○公共施設の計画的営繕を図ります

地域主体のまちづくり 効率的な行政運営健全な財政運営

5 つの施策の柱

行財政改革

2010.8.153
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Q
　
1
年
半
前
に
カ
ニ
を
購
入
し
た

業
者
か
ら
「
今
な
ら
代
金
と
引
き
換

え
で
2
万
円
の
カ
ニ
を
1
万
5
千
円

に
す
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
5
千

円
も
安
く
な
る
な
ら
と
思
い
了
承
し

た
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
る
と
高
額

に
思
え
た
の
で
、
翌
日
キ
ャ
ン
セ
ル

の
電
話
を
し
た
と
こ
ろ
「
生
も
の
な

の
で
解
約
は
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ

た
。
解
約
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　       

（
60
代
・
女
性
）

A
　
主
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を

狙
っ
て
「
カ
ニ
は
好
き
で
す
か
」「
今

な
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
」
な
ど
と
電

話
を
掛
け
て
き
て
、
高
額
な
カ
ニ
や

ホ
タ
テ
、
イ
ク
ラ
な
ど
生
鮮
食
品
を

売
り
つ
け
、
解
約
し
よ
う
と
す
る
と

「
生
鮮
食
品
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
対
象
外
」
と
解
約
を
拒
否
さ
れ
た

な
ど
、
解
約
に
関
す
る
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
12
月
1
日
に
施
行
さ
れ

た
「
改
正
特
定
商
取
引
法
」
で
、
電

話
勧
誘
や
訪
問
販
売
で
の
契
約
は
、

原
則
す
べ
て
の
商
品
が
法
の
対
象
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
対
象
外
で

あ
っ
た
現
金
取
り
引
き
で
3
千
円
以

上
の
生
鮮
食
品
も
「
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
」
の
対
象
と
な
り
、
契
約
書
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
8
日
間
は
無
条

件
で
の
解
約
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
例
の
場
合
は
法
の
対
象
で
あ
り
、

翌
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
な
の
で
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

期
間
内
に
特
定
記
録
郵
便
で
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
を
出
し
ま
し
ょ

う
。
書
き
方
な
ど
不
明
な
点
は
相
談

室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　「
今
な
ら
特
別
」「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
」
な
ど
と
お
得
感
を
覚
え
さ
せ
る

勧
誘
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、
購
入
に
つ
い
て
あ
い
ま
い
な

返
事
を
す
る
こ
と
は
ト
ラ
ブ
ル
の
元

で
す
。

　
よ
く
考
え
て
必
要
の
な
い
と
き
は

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
相
談
室
　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階

相
談
室
）

生
鮮
食
品
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

133

生活環境指導員

地区名 氏名 地区名 氏名

神々廻 林正熙 大山口1丁目東自治会 桑島均

白井自治会
鈴木孝雄 大山口2丁目町会 松井德雄
秋本みゆき グランピア西白井団地自治会 尾崎聰

下長殿自治会 中村良雄
西白井1丁目自治会

宮坂浩史
上長殿 飯島由久 豊福臣一
法目 大菅孝市

西白井2丁目自治会
大野晋次

富ケ谷 山﨑英夫 上田和幹
富ケ沢 山﨑貴文 けやき台自治会 石附利子
復四町会 長谷部則雄 ライフブロード西白井自治会 横田知之
丸山自治会 松本潤一 エクセレントタウン自治会 近藤和之
白井木戸 後藤信行 七次台自治会 岩佐恵美子
白井木戸自治会 前之園薫

七次台3丁目自治会
宮田博

七次 近藤正治 杉本富士男
千草自治会 熊田菊江 七次台4丁目自治会 髙橋剛
中木戸 小田川三郎 野口自治会 渡邊弘子
百合ヶ丘自治会 高橋保 笹塚3丁目自治会 森田哲司

大松自治会
山岡勝美 南山1丁目自治会 小磯ミチ子
竹埜勝美 南山第1住宅管理組合 黒島孝一

冨士南園区自治会
佐藤良治 グリーン南山自治会 大和田義雄
鎌田兼夫 アーバンエクセル白井自治会 大川律子

栄
山崎和枝 パークハイツ南山団地自治会 本間正喜
中村忠 南山2丁目自治会 花島保
福島樹雄 南山3丁目自治会 渡来直治

冨士自治会 落合幸生
堀込第1自治会

佐藤哲夫
冨士東自治会 佐々木悌郎 竜崎大胤
冨士西自治会 山下順一 堀込管理事務所 守谷ナツ
白井ロジュマン自治会 土屋るみ子 堀込第2住宅管理組合 田代敏夫
木 渡邉清治 堀込第3住宅自治会 三浦善勝
折立 永森和美 堀込第4住宅自治会 池田松子
富塚 髙橋榮助 堀込第5団地 小山文彦
中 根本實 中銀白井マンシオン自治会 畑中雅代
中峠団地自治会 浅沼隆 白井池の上管理組合自治会 野谷滋
白井工業団地自治会 丸田惣一郎 池の上1丁目南自治会 関根カツ子
名内 秋谷信男 ガーデンハウス白井町会 石田敏男
小名内 伊澤有一

池の上2丁目自治会
小田勝

今井 小川明夫 髙本千鶴子
河原子 山﨑正史 池の上3丁目町内会 髙橋結花
平塚東 寺田喜一 桜台3番街自治会 鹿嶋祥恵
平塚西 船田稔 桜台4番街自治会 大塚由美
十余一 岩間康 プロムナード桜台6番街団地自治会 伊藤嘉勝
清戸 田久保正治 桜苑弐番街自治会 長尾英男
谷田 内藤熙 コープシティ桜台自治会 山本誠一郎
清水口第1地区自治会 久保文子 桜苑壱番街自治会 藤島英世
清水口第3住宅自治会 阿部雅一 オージーコートヴィレッジ自治会 楽晨
清水口第2分譲住宅自治会 秋田真一

桜台3丁目自治会
鈴木政雄

清水口第4住宅自治会 永渕正子 黒田真澄
清水口団地自治会 淺倉貴志惠 ひまわり自治会 今関健太郎

清水口3丁目自治会
入澤元 プリスタ団地管理組合 長澤進
久保田義和 クレイドルガーデン西白井自治会 山口礼子

清水口八幡自治会 岡澤俊光 桜台2番街自治会 北川直
大山口1丁目自治会 大谷友代

　
生
活
環
境
指
導
員
制
度
は
地
域
の

環
境
美
化
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

7
年
度
に
発
足
し
、
各
地
区
の
ご
み

集
積
所
へ
の
ご
み
の
出
し
方
の
指
導

や
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
約
1
、
0
0
0
カ

所
あ
る
集
積
所
は
生
活
環
境
指
導
員

の
協
力
と
集
積
所
を
使
用
す
る
人
が

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
指
導
員
を
委
嘱

　
平
成
22
年
度
の
生
活
環
境
指
導
員

は
左
表
の
皆
さ
ん
で
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
5

　日本下水道協会千葉県支部「下
水道排水設備工事責任技術者」の
資格有効期限が平成23年3月31日
の人は登録更新の手続きが必要で
す。
　手続きをしなかった場合は資格
を喪失しますので、早めに手続き
をしてください。
　申請書類は現在登録のある住所へ郵送します。
受付期間　9月1日㈬～ 15日㈬
■問　市上下水道課維持管理班　内線3454、日本下水道協会千
葉県支部事務局（千葉市下水道経営課内）☎043（245）6112

犬
や
猫
は
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　
最
近
、
市
に
犬
・
猫
の
飼
い
方
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
、
犬
・
猫
の

「
ふ
ん
」
の
不
始
末
に
つ
い
て
の
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
犬
・
猫
に
対
し
て
排
泄
場
所
な
ど

の
し
つ
け
を
し
、
道
路
や
公
園
、
他

人
の
敷
地
内
な
ど
に
排
泄
さ
せ
る
よ

う
な
迷
惑
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
散
歩
中
に
排
泄
し
た
「
ふ
ん
」
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班

　
内
線
3

2
7
6
・
7

白
井
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
　

　
良
永
和
隆
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
6
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

新
た
に
高
倉
聡
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
に
関
す
る
不
服
に
つ
い
て
、
中

立
的
・
専
門
的
立
場
か
ら
不
服
の
内

容
を
審
査
・
決
定
す
る
執
行
機
関
で

す
。
　

　
現
在
の
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

小
林
正
直
（
学
識
経
験
者
）、
押
田

剛
（
納
税
者
）、
高
倉
聡
子
（
学
識

経
験
者
）

問
　
収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

5

生
活
環
境
指
導
員
制
度

下水道排水設備工事
責任技術者の登録更新手続き

お詫びと訂正　8月1日号2ページお知らせコーナーに掲載した「おじゃまします　市町村街かどクイズ」の放映日時「午前10時
～ 10時15分」は「午後10時～ 10時15分」の誤りでした。お詫びして訂正します。
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道路工事のお知らせ
　工事は昼間に行い、工事中は交通誘導員を配置し、十分注意して作業します。
期間　①～ 9月下旬　②8月下旬～ 10月下旬
※実工事日数は①が7日間程度、②が10日間程度です。
内容　舗装修繕工事
工事個所　下図の　　部分（車両片側交互通行）
■問　建設課建設班　内線3213

① ②

　
今
年
度
の
健
診
結
果
は
い
か
が
で

し
た
か
。
血
圧
、
脂
質
、
血
糖
値
な

ど
は
1
つ
で
も
高
い
数
値
の
ま
ま
で

い
る
と
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
を
招
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
す

る
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
の
た

め
に
健
診
結
果
の
見
方
を
学
び
、
保

健
師
や
栄
養
士
と
一
緒
に
生
活
習
慣

を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
希
望

者
に
は
講
話
後
に
個
別
相
談
も
行
い

ま
す
。

日
程
・
時
間
・
場
所

　
下
表
の
と
お

り対
象

　
市
内
在
住
で
今
年
度
の
特
定

健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
け
た

人
　（
申
し
込
み
順
）

内
容

　
講
話
（
健
診
結
果
の
見
方
と

生
活
習
慣
）、
個
別
相
談
（
１
人
15

　かむ子・のびる子・元気な子の
料理コンクールの献立（弁当）を
募集します。幼児期からの規則正
しい食生活と丈夫な歯でゆっくり
かむことへの習慣づくりを推進す
るものです。
日程　11月14日㈰
対象　県内在住・在勤・在学者で
コンクール当日に参加可能の人
内容　子ども向きのメニュー、家庭や集団の弁当メニューとし
て普及性があるもの、よくかんで味わえるメニュー、1人分の
食材が500円前後のメニュー、千葉県の農水産物を利用してい
るメニュー、手軽に作れる弁当メニュー
審査方法　1次審査は書類選考により10点を選出
※結果は10月中旬ごろまでに本人へ通知します。
■申・■問　9月17日㈮までに所定の応募用紙（㈳千葉県歯科衛生
士会事務局・㈳千葉県歯科衛生士会事務局ホームページにあ
ります）に2食分の献立を記入の上、自分で作ったお弁当1個
分の写真を添えて、返信用封筒（80円切手を張り、宛先を記
入）を同封し、〒261―0002千葉市美浜区新港32―17千葉県口
腔保健センター内　㈳千葉県歯科衛生士会℻  047（241）9903・
 http://www.chiba‐dha.net、市健康課保健予防班☎（497）
3495へ

料 理 コ ン ク ー ル

分
程
度
）

※
個
別
相
談
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
申
込
時
に
同
時
に
希
望
す
る
旨
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

講
師

　
保
健
師
・
栄
養
士

持
ち
物

　
健
診
結
果
票
、
筆
記
用
具

申
・
問

　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進

班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
へ

健診結果相談会（9月）

日程 時間 場所

9日㈭
9：30 ～

（受け付け
9：15 ～）

冨士センター

17日㈮ 西白井複合センター

21日㈫ 保健福祉センター

健
診
結
果
相
談
会

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
で

次
に
該
当
す
る
場
合
、
市
に
申
請
す

る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
軽

減
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
利
用
料
は
通
常
実
費
の
10
㌫
の

負
担
で
す
が
、
軽
減
制
度
を
受
け
る

と
7
・
2
㌫
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

対
象

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
で
、
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
市
が
認
め
た
人

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ

る②
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
1
5
0

万
円
、
世
帯
員
が
1
人
増
え
る
ご
と

に
50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下
で
あ

る③
預
貯
金
の
額
が
単
身
世
帯
で
3
5

0
万
円
、
世
帯
員
が
1
人
増
え
る
ご

と
に
1
0
0
万
円
を
加
算
し
た
額
以

下
で
あ
る

【表1】利用者負担段階
利用者
負担段階 対　象

第1段階 住民税世帯非課税で老齢福祉年金を受けている人、生活保護
を受給している人

第2段階 住民税世帯非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合計額
が80万円以下の人

第3段階 住民税世帯非課税で第2段階に該当しない人、住民税課税者
がいる世帯で、特例減額措置を受けている人

【表2】1日当たりの限度額

利用者
負担段階

１日当たりの居住費(限度額)
１日あたりの
食費

ユニット
型個室

ユニット
型準個室

従来型個室 多床室

第1段階 820円 490円
490円 

*(320円)
0円 300円

第2段階 820円 490円
490円 

*(420円)
320円 390円

第3段階 1,640円 1,310円
1,310円 
*(820円)

320円 650円

基準費用額 1,970円 1,640円
1,640円 

*(1,150円)
320円 1,380円

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護については（　）内の金額です。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
る

利
用
者
負
担
軽
減
制
度

④
日
常
生
活
に
必
要
な
資
産
以
外
に

活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

⑤
利
用
料
を
負
担
す
る
能
力
の
あ
る

親
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

⑥
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

申
・
問

　
申
請
書
（
高
齢
者
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
通
帳
の
写
し
を
添
え
て
高
齢

者
福
祉
課
介
護
保
険
班
☎
（
4
9
7
）

3
4
7
3
へ

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定

　
左
表
1
に
該
当
す
る
利
用
者
が
介

護
保
険
施
設
に
入
所
（
滞
在
）
す
る

と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
1
割
と
居

住
費
（
滞
在
費
）、
食
費
の
負
担
が

左
表
2
の
と
お
り
掛
か
り
ま
す
。
基

準
費
用
額
と
負
担
限
度
額
の
差
額
は

「
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」

と
し
て
介
護
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

申
・
問

　
申
請
書
（
高
齢
者
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3
へ

　障害のある人やその家族などに特別障害者手当・障害児福祉手
当・特別児童扶養手当が支給されます。
　現在手当を受給している人は「定時所得状況調査」を9月10日
㈮までに、忘れずに提出してください。
【特別障害者手当】
　20歳以上で著しく重度の障害のため、日常生活において常時介
護を必要とする在宅の障害者に支給される手当です。
対象　次のいずれかに該当する人
●身体障害者手帳1・2級の一部の人で重複して障害のある人
●療育手帳 の1の人
●療育手帳 の2の一部の人
●精神障害・血液疾患・肝臓疾患で特に重度と認められる障害の
ある人
【障害児福祉手当】
　20歳未満で重度の障害のため、日常生活において常時介護を必
要とする在宅の障害児に支給される手当です。
対象　次のいずれかに該当する児童
○身体障害者手帳1・2級の一部の児童
療育手帳 の児童
○精神障害・血液疾患・肝臓疾患で特に重度と認められる障害の
ある児童
【特別児童扶養手当】
　家庭で介護されている障害のある児童（20歳未満）を監護して
いる父母などに支給される手当です。
対象　次のいずれかに該当する児童を監護する父母など
●身体障害者手帳1・2・3級の一部の児童
●療育手帳 およびAの児童
●療育手帳Bの一部の児童
●精神障害・血液疾患などで特に重度と認められる障害のある児童
■申・■問　社会福祉課障害福祉班☎（497）3483へ

障害のある人やその家族などへ
～特別障害者手当・障害児福祉手当・特別児童扶養手当～
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利
根
川
昭
和
放
水
路

　
か
つ
て
東
京
湾
に
注
い
で
い
た

利
根
川
は
江
戸
時
代
に
流
路
が
付

け
替
え
ら
れ
、
千
葉
県
の
銚
子
が

河
口
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

上
・
中
流
部
で
大
雨
が
降
る
と
印

旛
沼
や
手
賀
沼
周
辺
で
洪
水
が
頻

発
し
、
周
辺
に
住
む
人
々
は
大
変

な
苦
労
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
利
根
川
の
改
修
工
事
は
明
治
時

代
以
降
何
度
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

昭
和
10
年
（
1
9
3
5
）
と
13
年

  （
1
9
3
8
）
に
起
き
た
洪
水
の

被
害
が
特
に
甚
大
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
れ
を
機
に
根
本
的
な
対
策
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
内
務
省
は
昭
和

14
年
（
1
9
3
9
）
に
「
利
根
川

増
補
工
事
計
画
」
を
ま
と
め
、
そ

の
中
に
昭
和
放
水
路
の
開か

い
さ
く削
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
利
根
川

本
流
か
ら
毎
秒
2
、
3
0
0
立
方

㍍
を
分
流
さ
せ
て
東
京
湾
に
放
流

し
、
利
根
川
下
流
の
洪
水
被
害
と

手
賀
沼
や
印
旛
沼
沿
岸
な
ど
の
湛た

ん

水す
い

被
害
（
水
田
な
ど
の
農
地
に
水

が
溜
ま
る
こ
と
）
を
除
去
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
計
画
は
印
旛
沼
・
手
賀

沼
沿
岸
の
水
面
の
干
拓
と
併
せ
、

放
水
路
開
削
の
際
に
出
る
剰じ

ょ
う
よ
ど

余
土

を
使
っ
て
船
橋
・
検
見
川
間
の
海

面
を
埋
め
立
て
、
1
、
2
0
0
㌶

の
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
を
も
行

う
と
い
う
壮
大
な
も
の
で
し
た
。

　
放
水
路
の
ル
ー
ト
は
現
在
の
我

孫
子
市
湖
北
か
ら
船
橋
市
若
松
に

至
る
延
長
29
㌔
㍍
で
、
も
し
工
事
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〰
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〰
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

富ヶ沢地区の柱石

が
完
成
し
て
い
た
ら
白
井
市
は
中

央
部
が
幅
約
2
0
0
㍍
の
放
水
路

で
分
断
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。
し

か
し
、
土
地
の
買
収
や
工
事
は
一

部
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
が
激
し
く
な
っ
た

た
め
に
昭
和
18
年
（
1
9
4
3
）

に
こ
の
計
画
は
中
止
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
は
ル
ー
ト

の
比
較
検
討
の
際
に
設
置
さ
れ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
と
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
製
の

柱ち
ゅ
う
せ
き
石
が
残
さ
れ
て
お
り
、
郷
土
資

料
館
で
柱
石
の
分
布
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
合
計
21
基
が
確
認

で
き
ま
し
た
。
大
き
さ
は
一
辺
の

長
さ
が
14
・
5
㌢
㍍
、
長
さ
は
1

2
0
㌢
㍍
の
四
角
柱
で
上
面
は
ド

ー
ム
状
、
頂
上
部
に
は
鉄
製
の
鋲
び
ょ
う

が
付
い
て
い
ま
す
。

　
柱
石
に
は
写
真
の
よ
う
な
刻
字

の
ほ
か
、
全
部
で
3
種
類
の
刻
字

が
あ
り
ま
す
。
写
真
の 

「
内
」
は

内
務
省
を
意
味
し
、
数
値
は
河
口

の
（
船
橋
市
若
松
）
か
ら
柱
石
が

設
置
さ
れ
た
場
所
ま
で
の
距
離
ま

た
は
基
準
点
の
番
号
を
意
味
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
郷
土
資
料
館
で
は
企
画
展

 

「
災
い
を
乗
り
越
え
る
〜
災
害
へ

の
備
え
と
幻
の
昭
和
放
水
路
〜
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
（
4
9
2
）
1

1
2
4

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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郡
市
民
体
育
大
会
で

白
井
選
手
団
活
躍

　
7
月
17
日
㈯
か
ら
25
日
㈰
ま
で
の
間
、
富
里
市
を
主
会
場
に
第
61
回
印
旛
郡
市
民
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
、
各
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
郡
市
民
大
会
は
、
印
旛
郡
市
民
の

間
に
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
井
市
は
16
競
技
・
24
種
目
に
3

0
9
人
（
男
子
2
0
7
人
、
女
子
1

0
2
人
）
の
選
手
が
参
加
し
、
各
競

技
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

  【
白
井
市
入
賞
種
目
】

　
優
勝

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
・
女
子

　
準
優
勝
　

　
　
陸
上
女
子
、
ゴ
ル
フ

　
第
3
位

　
　
卓
球
男
子
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
男
子
、
軟
式
野
球
、
剣
道
、
柔
道
、

弓
道
、
テ
ニ
ス
男
子
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
男
子
、
空
手
道

　
第
4
位

　
　
陸
上
男
子

  【
総
合
成
績
】

　
第
1
位

　
印
西
市

　
第
2
位
　
佐
倉
市

　
第
3
位
　
富
里
市

　
第
4
位

　
四
街
道
市

　
第
5
位

　
白
井
市

　
第
6
位

　
酒
々
井
町

　
第
7
位
　
八
街
市

　
第
8
位
　
栄
町

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

優勝したバドミントン女子

第3位入賞の軟式野球 第3位入賞の柔道

　
熱
中
症
は
高
温
多
湿
や
無
風
な
ど

気
象
条
件
に
よ
る
も
の
や
、
自
分
の

体
力
や
体
調
な
ど
体
の
状
態
に
よ
る

も
の
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
で
体

温
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ

る
も
の
の
総
称
で
す
。

　
今
年
は
7
月
中
旬
か
ら
熱
中
症
患

者
が
増
え
て
お
り
、
特
に
屋
内
に
い

る
高
齢
者
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

人
な
ど
が
か
か
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
熱
中
症
は
炎
天
下
で
の

活
動
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
屋

内
で
も
風
通
し
が
悪
く
湿
度
が
高
い

た
め
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

睡
眠
や
栄
養
を
十
分
に
と
っ
て
体
調

を
整
え
る
と
と
も
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
外
で
活
動
す
る
時
は

●
な
る
べ
く
帽
子
や
日
傘
を
使
い
、

直
射
日
光
を
避
け
ま
し
ょ
う

●
こ
ま
め
に
休
憩
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
な
ど
で
の
水
分
補
給
を
心
が

け
ま
し
ょ
う

●
長
時
間
の
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
は
避

け
ま
し
ょ
う

◆
室
内
で
は

●
窓
際
な
ど
日
当
た
り
の
良
い
場
所

に
い
る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う

●
風
通
し
を
良
く
し
て
、
室
内
が
高

温
多
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

●
体
を
動
か
し
て
い
な
く
て
も
、
水

分
補
給
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

※
高
齢
に
な
る
と
の
ど
の
渇
き
を
感

じ
に
く
く
な
る
た
め
、
特
に
意
識
し

て
水
分
補
給
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

  （
4
9
7
）
3
4
9
4
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4
3

4

社会保険大学校運動施設開放日
日程　9月4日㈯・5日㈰・18日㈯・19日㈰・

25日㈯・26日㈰

対象　市内在住・在勤・在学者  （申し込

み順）

※未成年者の利用には、必ず成人が同伴

してください。

利用料金　テニスコート560円、体育館

1,440円、グラウンド2,620円（各2時間

単位）

■申・■問　8月25日㈬までに申請書（生涯学習課にあります）
に必要事項を記入の上、生涯学習課スポーツ振興班　内線

3436へ

※初めて申請する場合は利用者の登録が必要となります。



教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

2010.8.157

子

育

て

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、児
童館だより（各センターにあります）や市
ホームページをご覧ください。

高

齢

者

福 

生
き
が
い
支
援
事
業

「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」

　
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
て
元
気
を
出
し

ま
し
ょ
う
。

日
時

　
26
日
㈭

　
正
午
〜
午
後
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料
　

申
　
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
例
会

　
郷
土
資
料
館
企
画
展
「
災
い
を
乗

り
越
え
る
〜
災
害
へ
の
備
え
と
幻
の

昭
和
放
水
路
〜
」
の
解
説
を
、
郷
土

資
料
館
の
学
芸
員
か
ら
受
け
ま
す
。

日
時
　
19
日
㈭
　
午
後
1
時
〜
2
時

集
合
場
所
　
郷
土
資
料
館
入
口
前

対
象

　
一
般
（
自
由
参
加
）　  

参
加

費
　
無
料

問
　
坪
井
☎
（
4
9
1
）
1
6
8
8

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）　  

相
談

料
　
無
料

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
N
P
O
法
人
ぬ
く
も
り
の
会
市
民

講
演
会
・
相
談
会

日
程
　
29
日
㈰
　
場
所
　
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
　
講
演
会
時
間
　
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
　
テ
ー
マ
　
ネ
ッ
ト

時
代
の
会
社
法
と
定
款
の
整
備
を

講
師
　
行
政
書
士
　
楜
澤
ゆ
か
り
さ

ん
　
相
談
会
時
間
　
午
後
3
時
〜
5

時
　
対
象
　
一
般
　
5
人
（
先
着
順
）

相
談
料
　
無
料

問
　
細
川
☎
（
4
9
8
）
4
0
3
1

◆
ゲ
ー
ム
で
遊
ぼ
う
＆
入
団
説
明
会

　
ミ
ニ
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
、
ゲ

ー
ム
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
29
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

  （
雨
天
決
行
）　  

場
所

　
大
塚
前
公

園
（
印
西
市
）　  

対
象
　
3
歳
か
ら

小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
　
持
ち
物
　
水
筒
、
帽
子
、
タ
オ

ル
、
着
替
え
　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

印
西
白
井
第
1
団
　
東
條
☎
（
4
9

1
）
4
3
5
4
へ

◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園

　  「
緑
の
教
室
」
で
野
菜
づ
く
り
や

花
の
寄
せ
植
え
な
ど
を
行
い
ま
す
。

  【
コ
ン
テ
ナ
栽
培
で
野
菜
作
り
に
挑

戦
！
】

日
時
　
9
月
19
日
㈰
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
対
象
　
一
般
　
30

人
（
申
し
込
み
順
）　  

参
加
費
　
5

0
0
円

   【
秋
を
彩
る
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
作
っ
て
み
よ
う
】

日
時

　
9
月
26
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
対
象

　
一
般

　
20

人
（
申
し
込
み
順
）　  

参
加
費
　
2
、

5
0
0
円

   【
ク
レ
マ
チ
ス
〜
春
に
た
く
さ
ん
の

花
を
咲
か
せ
よ
う
〜
】

日
時
　
10
月
2
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午
　
対
象
　
一
般
　
60
人
（
申
し

込
み
順
）　  

参
加
費

　
無
料

   【
秋
か
ら
春
咲
き
山
野
草
の
寄
せ
植

え
（
小
山
飾
り
）  

】

日
時
　
10
月
17
日
㈰
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
対
象
　
一
般
　
24

人
（
申
し
込
み
順
）　  

参
加
費
　
1
、

8
0
0
円

申
・
問

　
各
開
催
日
の
1
カ
月
前
ま

で
に
電
話
か
直
接
事
務
所
☎
0
4
7

6
（
4
7
）
4
0
3
1
へ

◆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
親
子
募
集

　 

「
食
べ
物
が
自
分
の
体
を
作
っ
て

い
る
」
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を

子
育
て
中
の
大
人
や
子
ど
も
た
ち
に

再
認
識
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
強
い

思
い
を
込
め
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
白

井
市
演
劇
祭
で
演
じ
ま
す
の
で
、
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
期
間

　
11
月
21
日
㈰
ま
で
木
・

駅 

母
親
く
ら
ぶ

日
時

　
9
月
8
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象

　
乳
幼
児
親
子
・
子
育
て
中
の

保
護
者

　
16
組
（
申
し
込
み
順
）

内
容

　
飛
ん
だ
！
飛
ん
だ
！
手
作
り

お
も
ち
ゃ
・
十
五
夜
ラ
ン
チ
作
り

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
4
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福老人福祉センター
浴室工事のお知らせ

　9月6日㈪から18日㈯まで
の期間、ボイラー交換工事の
ため浴室は使用できません。

桜 
子
ど
も
・
囲
碁
将
棋

教
室

　
初
め
て
の
子
で
も
大
丈
夫
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
指
導
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

日
時
　
8
月
28
日
㈯
、
9
月
25
日
㈯
、

10
月
23
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
小
学
生
以
上
（
自

由
参
加
）

参
加
費
　
無
料

公 

お
話
し
会

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お

は
な
し
の
た
ま
て
ば
こ
」
に
よ
る
楽

し
い
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
す
。

日
時

　
28
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
〜
小
学
生
（
自
由
参

加
） 子

ど

も

日
曜
日
を
中
心
に
10
日
程
度

　
参
加

費
　
練
習
日
1
日
に
つ
き
5
0
0
円

  （
施
設
使
用
料
ほ
か
）

※
縄
跳
び
の
得
意
な
小
学
生
ま
で
の

子
ど
も
、
学
生
や
社
会
人
の
応
募
も

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
希
望
内
容
を
E
メ
ー
ル
で
し
ろ

い
こ
ど
も
ひ
ろ
ば

　
村
松
☎
0
9
0

  （
4
8
4
5
）
7
0
9
3
・

m
o

n
te@
con
n
ectlin

k
corp.co

m

へ
◆
白
井
第
一
学
童
保
育
所
指
導
員
募
集

　
子
ど
も
が
大
好
き
で
、
明
る
く
健

康
な
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
日
・
時
間
　
平
日
・
午
後
1
時

〜
午
後
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
8
時

〜
午
後
3
時
30
分
、
長
期
休
暇
期
間
・

午
前
8
時
〜
午
後
7
時
（
休
憩
有
り
）

対
象

　
20
〜
50
歳
（
保
育
士
・
教
員

資
格
な
ど
を
持
つ
人
を
優
先
し
ま
す
）

申
・
問

　
電
話
で
白
井
第
一
学
童
保

育
所
☎
（
4
9
2
）
2
8
7
7
（
平

日
の
午
後
1
時
〜
7
時
）
へ

◆
白
井
時
事
英
語
研
究
会

　
英
字
新
聞
の
記
事
を
切
り
口
に
、

一
緒
に
英
語
に
親
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
月
第
2
・
4
土
曜
日

　
午

後
2
時
〜
5
時

　
場
所

　
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー

　
年
会
費

　
5
0
0
円

問
　
松
木
☎
（
4
9
2
）
7
2
4
4

白井運動公園テニスコートイベント
　運動公園のテニスコートで体を動かし、気持ち良い汗を流しませんか。

※未成年者の参加には、必ず成人が同伴してください。
■申・■問　ビギナーズテニスイベントは9月3日㈮、ワンデーレディーステニスマッチは9月10日㈮ま
でに電話か参加費持参の上、直接白井運動公園管理事務所☎（497）0222へ

ワンデーレディーステニスマッチ
　初心者歓迎、気軽に腕試しできます。女
子連D級の参加も歓迎します。
日程　9月13日㈪（雨天中止）
時間　午前9時30分～午後4時30分
内容　4組1リーグ順位トーナメント、リー
グ戦6ゲーム先取のノーアドバンテージ、順
位戦は原則リーグ戦と同じで残り時間に
よって内容を変更
対象　18歳以上の女性ペア　16組（申し込
み順）
※申込者数や天候により試合方式や試合数
を変更する場合があり、申込者が6組に満た
ない場合は中止します。
参加費　2,500円（保険代など）

ビギナーズテニスイベント
　テニスを楽しみながら、有資格者の指導
でレベルアップできます。
日程　9月6日㈪（雨天中止）
コース・時間・内容　Aコース・午前9時～
11時・テニス経験のない人や運動の苦手な
人も楽しめるプログラム、Bコース・午前
11時～午後1時・運動に自信のある人向けの
ちょっと厳しいプログラム
対象　一般　各コース16人（申し込み順）
※申込者が12人に満たない場合は中止しま
す。
指導者　㈶日本体育協会またはプロテニス
協会の有資格者
参加費　1,500円（保険代など）

※
未
就
学
児
の
参
加
に
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

冨 

親
子
で
遊
ぼ
う

　
大
集
会
室
で
運
動
遊
び
を
し
ま
し

ょ
う
。

日
時
　
9
月
1
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
で
平
成
21
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保

護
者

　
30
組
（
先
着
順
）

社白井第一小学校区
地区社会福祉協議会
拠点職員募集

対象　簡
単なパソ
コン操作
ができる
人　2人
勤務日時
10月1日
㈮から毎
週火・木・金曜日のうち週1
～ 2日　午前10時～午後4時
勤務場所　白井第一小学校区
地区社会福祉協議会（旧中央
公民館別館）
業務内容　福祉に関する一般
事務・講座運営補助など
時給　830円（別途通勤手当
あり）
■申　9月15日㈬までに履歴書
に必要事項を記入の上、直接
社会福祉協議会へ

消防署からのお知らせ
火災などの発生件数（6月30日現在）

火　災 救　急 救　助

6
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

6
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

6
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

1
件

12
件

▲4
件

171
件

921
件

5
件

2
件

11
件

▲1
件

※▲はマイナスを示します。
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介 

護 

予 

防

き
ょ
う
か
ら
始
め
る

5

　ガールスカウト千葉県第63団は白井に
誕生して20年目を迎え7月17日に文化セン
ター中ホールで講演会を開催しました。
　講師は16年間ネパールに住み生活の支
援をしている「ＯＫバジ」こと垣見一雅
さんにお願いしました。
　ネパールの奥地の村には、まだまだ支援
を必要とする人がたくさんいて、困って
いる人から呼ばれればどこへでも出向き、直接話を聞いて支援活動をするそ
うです。支援活動がうまく進むためには、こちらからの支援だけでなく、現
地の人たちの努力ややる気が必要だといいます。私たちができる支援は「そ
れぞれができることをすればよい。関心をもち、講演会で聞いたことを誰か
に話してほしい」とのことでした。
　この講演を聞いていたスカウトからは「垣見さんはとても心がやさしく強
いからできることだなと思った。私も垣見さんのようなやさしい人になりた
い」「学校の作文にこのことを書きたい」という意見がでました。
　現地で支援活動している人たちの合言葉は「あるもので、いまここから　
自分から」です。誰にでも何か支援活動ができる、そんな気がしませんか。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ

52

年金者組合

み ん な の ひ ろ ば

結
ん
だ
「
前
後
の
バ
ラ
ン
ス
」
、
鼻

と
お
へ
そ
を
結
ん
だ
「
左
右
の
バ
ラ

ン
ス
」
、
お
へ
そ
を
境
に
し
た
「
上

下
の
バ
ラ
ン
ス
」
の
3
つ
で
す
。
こ

の
3
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
交
わ
る
点
が

体
の
中
心
点
で
、
お
へ
そ
の
奥
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
正
し
い
姿
勢
と
は

こ
の
中
心
点
が
ぶ
れ
な
い
で
定
ま
っ

て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
で
は
立
位
で
3
つ
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
り
方
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
前
後
バ
ラ
ン
ス
】

　
つ
ま
先
を
そ
ろ
え
、
ま
っ
す
ぐ
立

ち
ま
す
。
タ
オ
ル
を
腰
に
あ
て
、
体

重
を
腰
に
あ
ず
け
る
よ
う
に
立
ち
、

そ
の
タ
オ
ル
を
両
手
で
前
に
引
っ
張

り
、
ぐ
ら
つ
か
な
い
位
置
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。

【
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
】

　
両
手
を
拝
む
よ
う
に
指
先
ま
で

ぴ
っ
た
り
合
わ
せ
、
手
首
か
ら
ひ
じ

に
か
け
床
と
平
行
に
な
る
よ
う
に
曲

げ
、
上
半
身
が
左
右
に
揺
れ
な
い
位

置
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　老後を楽しく、豊かに、安心して暮らし
たい。この願いにこたえて、活動している
のが年金者組合です。年金者組合は1989
年に結成され、組合員数は全国で10万人、
私たち西いんば支部（白井市、印西市、栄
町で構成）の会員数は165名です。
　春・秋の旅行、新年会、お花見会、暑気
払い、忘年会、観劇会、文化交流会などを
開催。サークル活動として、カラオケの会、
カラオケ教室、マ―ジャンを楽しむ会、小
さな旅の会、水彩の会、千葉の酒蔵を訪ね
る会、野菜をつくる会、竹の会、焼き物の
会、囲碁・将棋の会、落語を楽しむ会、ギ
ターの会、映画鑑賞の会、パソコン教室な
ど楽しい活動を行っています。
　最低保障制度を作ろう、後期高齢者医療
制度を廃止させようなど、暮らしと生命を
守る活動もすすめています。第2の人生を
充実してすごしたいと思っている皆さん、
私たちと一緒に活動しませんか。
問　大石☎（491）5335

正
し
い
姿
勢
を
保
つ

　
健
診
会
場
で
身
長
を
測
定
し
て
い

る
と
「
え
っ
、
そ
ん
な
に
背
が
縮
ん

だ
か
ね
。
そ
う
言
え
ば
最
近
背
中
が

曲
が
っ
て
き
た
な
あ
、
腰
も
痛
い
ん

だ
よ
」
な
ど
の
話
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
自
分
で
は
ま
っ
す
ぐ
に
背
を
伸

ば
し
て
い
る
つ
も
り
が
、
体
は
い
つ

の
間
に
か
前
か
が
み
に
な
っ
て
い
た

り
後
ろ
に
反
っ
て
い
た
り
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
は
悪
い
姿
勢
の
癖
や
筋

肉
の
衰
え
に
よ
っ
て
骨
盤
や
背
骨
が

ず
れ
た
状
態
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
正
し
い
姿
勢
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
体
に
は
3
つ
の
バ
ラ
ン

ス
が
あ
り
ま
す
。
耳
と
く
る
ぶ
し
を

紫
陽
花
の
毬
に
戯
る
ペ
ル
シ
ャ
猫

雨
除
け
に
吟
や
ら
歌
の
夏
木
立

荒
梅
雨
の
濡
る
や
僧
衣
の
袖
袂

生
か
さ
れ
て
八
十
二
回
の
夏
迎
う

蚊
の
命
た
だ
一
点
の
赤
と
な
り

桑
の
実
の
唇
染
め
し
故
山
あ
り

サ
ッ
カ
ー
の
子
等
の
雄
叫
び
日
脚
伸
ぶ

墨
衣
の
父
を
迎
ふ
る
釣
忍

太
陽
を
丸
呑
み
せ
し
か
熟
れ
ト
マ
ト

田
植
女
の
豊
か
な
尻
や
泥
乾
く

鳶
一
わ
茜
の
空
へ
き
え
に
け
り

夏
座
敷
言
葉
す
く
な
く
向
い
合
ふ

夏
座
敷
庭
木
と
風
を
分
か
ち
合
い

夏
ま
つ
り
白
井
太
鼓
の
あ
ば
れ
打
ち

バ
ス
往
き
て
凌
霄
の
花
ゆ
れ
残
し

八
梅
に
花
を
植
え
た
し
間
に
あ
う
か

花
木
槿
一
と
日
の
衣
た
た
み
け
り

晩
御
飯
毎
度
毎
度
の
冷
奴

B
面
の
暮
ら
し
に
飽
き
て
藍
浴
衣

ぶ
ん
ぶ
ん
が
ぶ
ん
ぶ
ん
回
る
部
屋
の
中

短
夜
や
亡
夫
天
上
に
な
な
と
せ
忌

み
ほ
と
り
の
友
の
減
り
ゆ
く
半
夏
雨

夕
焼
け
雲
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
よ
も
う
一
度

忘
れ
ん
ぜ
あ
の
日
の
炎
暑
流
れ
雲

愛
う
す
く
は
か
な
き
命
終
え
し
時

     

優
し
か
る
べ
き
母
は
鬼
畜
に

会
議
後
に
手
作
り
ケ
ー
キ
を
分
け
く
れ
し

　
　
　

友
の
気
遣
ひ
心
に
染
み
る

喧
騒
の
選
挙
カ
ー
走
る
柴
又
は

　
　
　
「
寅
さ
ん
像
に
」
人
等
賑
わ
う

車
窓
よ
り
四
季
お
り
お
り
の
花
を
愛
で

　
　
　

通
ひ
し
介
護
五
年
に
入
り
ぬ 

銭
を
入
れ
孫
が
一
人
で
切
符
買
ふ

　
　
　

わ
が
手
離
る
る
こ
と
ひ
と
つ
増
ゆ

長
安
の
街
を
彩
る
提
灯
か

　
　
　

ウ
キ
ツ
リ
ボ
ク
よ
夜
は
灯
せ
よ    

鳴
り
わ
た
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
賛
美
歌
の

　
　
　

声
満
ち
満
つ
る
五
月
の
チ
ャ
ペ
ル

庭
先
の
雨
に
う
た
れ
る
ラ
イ
ラ
ッ
ク

　
　
　

そ
の
色
を
好
き
と
在
り
し
日
の
友
は

病
陳
に
新
生
児
泣
く
声
の
し
て

　
　
　

術
後
の
我
を
励
ま
す
が
に
聞
く

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
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福
加
あ
け
み

根　
　
　
　

乾　

た
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神
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斉
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と
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冨
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阿
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大
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茂

神
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田
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八
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堀
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大
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キ
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大
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上
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千
昭

桜
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土
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勝
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七
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松
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寛
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池
の
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蝦
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幸
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根　
　
　
　

印
南　

満
子

桜
台　
　
　

米
井　

詩
織

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

清
水
口　
　

柴
垣　

正
徳

池
の
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関
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千
浪

堀
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名
越
た
て
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村
上
し
ず
子

OKバジに聞こう！
わたしたちにもできる国際支援活動

第 63 団白井ガールスカウトの皆さん

【
上
下
の
バ
ラ
ン
ス
】

　
つ
ま
先
を
そ
ろ
え
ま
っ
す
ぐ
立

ち
、
あ
ご
を
引
い
て
顔
を
上
げ
背
す

じ
を
伸
ば
し
た
ま
ま
ひ
ざ
を
曲
げ
て

静
止
し
ま
す
。
お
へ
そ
を
中
心
に
上

半
身
は
上
の
方
に
、
下
半
身
は
下
の

方
へ
と
意
識
し
な
が
ら
ひ
ざ
を
伸
ば

し
上
下
に
引
っ
張
り
合
う
感
覚
を
つ

か
み
ま
し
ょ
う
。

　
ぜ
ひ
3
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し

正
し
い
姿
勢
を
身
に
付
け
て
く
だ
さ

い
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
4

はさみ一丁と魔法の手先
　白井第三小学校に通う5年生の井口治人
さんの手先の器用さには感心しました。
はさみと紙一枚で、動物や鳥などの立体
切り絵があっという間に出来上っていき
ます。
　きっかけは小学校に入学し、家で動物
図鑑を見ては平面の切り絵を作っていま
したが、4年生ごろから立体のものに挑戦
し始めて、今では家の中に作品があふれ
ているそうです。

　もともと治人さんは工作や絵を描くことが好きで、工作では授業で作った
作品で賞をもらったり、アンデルセン公園（船橋市）の切り絵展示に出品し
たこともあるそうです。手先の器用さは天性の才能といえるかもしれません。
　冨士センターの児童館によく遊びに行くので、得意の切り絵で友達からの
要望で作品を作ってあげたりすることもあり、保護者や近所の皆さんからも
好評とのことです。治人さんの作品は、学校に12星座の切り絵が飾られて
います。そのほか市の図書館の児童コーナーにも作品が飾られていますので、
ぜひご覧ください。

動物や虫など何でもすいすい作っちゃう

西印旛支部の組合メンバー


